
 
 
 
 
 
 
 

第 1840 回例会  

平成 27 年 7 月 27 日(月) 
12：30～  

決算報告 予算案審議  100%出席表彰 
 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング 「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 49 名  出席者数 38 名 

  出席率 77.55％ 前回修正出席率 61.22％ 

 

４．会長スピーチ      会長 阪口 洋一 君 

皆さん、こんにちは。ご出

席有難うございます。当クラ

ブに長年在籍された名手宏之

さんが、先日 79 歳でお亡くな

りになられました。誠実で明

るいロータリアンでした。残

念です。ご冥福をお祈りいた

します。 

長かった梅雨がようやく明け

て、夏らしい気候になってきました。台風１１号は各

地に大きな被害をもたらしたようですが、皆様のご家

庭、職場は大丈夫だったでしょうか。 

さて、前回の例会でお伝えしなければいけなかった

のですが、７月１日付でガバナー事務所が開設された

との報告が豊澤ガバナー事務所からございました。所

在地は和歌山市福町 20-2 ハイツフローラル福町と

なっています。エレクト事務所の時はメールと郵送し

か受け付けないという状態でしたが、電話対応も可能

ということになっていますし、対応も迅速になってい

るそうです。 

７月１８日に、海南西ロータリークラブが幹事役で、

海南３クラブの会長・幹事会を行いました。海南ＲＣ

の会長さんは川島さんで幹事は山野さんです。海南西

ＲＣの会長さんは女性の中瀬さんで幹事は神出さん

です。当クラブからは横出幹事と私が出席しました。 

海南ＲＣは会員が現在 26名で、海南西ＲＣは 17名と

のことです。会議の内容ですが、先ず 2640 地区ガバ

ナー事務所への今後の対応と言うことで、３クラブが

情報交換を密にして対応していこうということにな

りました。海南西ＲＣもガバナー公式訪問を延期され

たそうです。 

次に、３クラブの第１回合同例会を 11 月に行うと

いう提案が西クラブよりありました。具体的なことは

３クラブの幹事で詰めることになっています。その他

の議題としては、奉仕活動を３クラブ合同で行うこと

も検討してはという提案がありました。西クラブは、

「清掃活動」と「障害者の登山」を毎年行っています。

海南クラブは、「清掃活動」と「肢体不自由児の若竹

園の児童を対象に夏祭り、運動会、クリスマスパーテ

ィー」を行っています。当クラブは、「清掃活動」と

「たんぽぽの会との交流会」を行っています。これら

の奉仕活動で協力できるところを合同で行っていく

ことも今後検討していくことになりました。 

本日のプログラムですが、この後、決算報告と予算

案審議、100％出席表彰となっております。今年度の

予算案ですが、一般会計におきましてはかなりの節約

予算案となっております。後ほど横出幹事よりご説明

させていただきますのでご審議よろしくお願いいた

します。決算報告は 2014～2015 年度会計担当理事の

前田さんにお願いいたします。 

 

５．幹事報告         幹事 横出  廣 君 

○例会臨時変更のお知らせ 

那智勝浦ＲＣ 7 月 30 日（木）→ 8 月 2 日（日） 

18:30～ ホテルなぎさや 

（家族親睦会） 

        8 月 6日（木） → 8月 11 日（火） 

19:00～ サンかつうら 

（家族親睦花火大会見学）  

岩出ＲＣ   8 月 20 日（木）→ 8 月 20 日（木） 

19:00～20:00 フォルテワジマ 

ビアガーデン（夕涼み例会） 

○休会のお知らせ 

 海南ＲＣ    7 月 29 日（水）  

和歌山ＲＣ   8 月 11 日（火） 

和歌山東南ＲＣ 8月 12 日（水） 

 有田ＲＣ    8 月 13 日（木） 9月 24 日（木） 

 那智勝浦ＲＣ  8 月 13 日（木） 

 岩出ＲＣ    8 月 13 日（木） 

 海南西ＲＣ   8 月 13 日（木） 
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 和歌山城南ＲＣ 8 月 13 日（木） 

和歌山南ＲＣ  8 月 14 日（金） 

 和歌山北ＲＣ  8 月 17 日（月）                                     

○例会場変更のご案内 

和歌山東ＲＣ ７月２日から 

  ダイワロイネットホテル和歌山４Ｆ 

毎週木曜日 12:30～13:30 

メーキャップ料 2,500 円 

○８月ロータリーレート 

１＄＝１２４円 

 

６．委員会報告  

○40 周年記念誌部会    部長 上野山 雅也 君 

 記念誌に会員ページを掲載します。各会員の原稿を

提出してください。「つぶやき」、趣味、座右の銘をご

記入ください。写真は例会出席の際に撮影します。 

 

７．決算報告、予算案審議 

○決算報告         前会計 前田 洋三 君 

収入の部では、前年度繰越金、会費、入会金等で

11,370,684 円となり、支出の部では、会合費、運営

費、負担金、次年度繰越金が 710,497 円となりました。

また、親睦、奉仕活動、災害義援金等の特別会計につ

いても収入、支出について報告を行い、岸 友子君が

監査報告を行いました。 

○予算案           幹事 横出  廣 君 

合計 11,175,097 円の収入で、同様に予算措置しま

した。その後、審議に移り、決算報告及び予算案を全

会一致で承認いたしました。 

 

８．100%出席表彰 

40 年 宮田 敬之佑 君     39 年 楠部 賢計 君 

36 年 林 孝次郎 君       30 年 上中 嗣郎 君 

29 年 宇恵 弘純 君       27 年 木地 義和 君 

25 年 岩井 克次 君       24 年 小椋 孝一 君 

24 年 谷脇 良樹 君       24 年 山東 剛一 君 

22 年 深谷 政男 君       19 年 桑添  剛 君 

18 年 花田 宗弘 君       18 年 朝井  修 君 

17 年 吉田 昌生 君       15 年 山畑 弥生 君 

14 年 寺下  卓 君       14 年 上野山 雅也 君 

13 年 塩崎 博司 君       11 年 中西 秀文 君 

10 年 阪口 洋一 君        8 年 魚谷 幸司 君 

6 年 三木 正博 君        6 年 千賀 知起 君 

6 年 大江 久夫 君        5 年 中村 俊之 君 

4 年 大谷  徹 君        4 年 田岡 郁敏 君 

3 年 重光 孝義 君        2 年 山田 裕之 君 

1 年 田中 祥秀 君 

 

９．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1841 回例会 27 年 8月 3 日(月) 

     海南商工会議所 ４F 19：00～ 

夜間例会・新入会員歓迎会 

 

 

 

山田 裕之 君  ボーイスカウトの世界大会が日本で

開かれており、イタリアのボーイス

カウトがホームスティしています。 

山東 剛一 君  柳生さんの一周忌にお参りしてきま

した。 

上野山 雅也君 40周年記念誌のご協力をお願い

します。 

千賀 知起 君 母校の智弁和歌山高校が全国高校野

球選手権大会の和歌山大会で優勝

いたしました。 

 

 

 

世界へのプレゼント 
ＲＩ会長メッセージ 

 K. R. ラビンドラン(RAVINDRAN) 

私たちはロータリーで、善き行い

を目指しています。人類に大きなプ

レゼントを残した人びとを尊敬し

ています。大勢の人に人間の尊厳を

与えたアブラハム・リンカーン。疎

外された人たちに慈悲の心を捧げ

たマザー・テレサ。虐げられた人た

ちに平和的な変化をもたらしたマ

ハトマ・ガンジー。彼らは皆、自らが世界へのプレゼ

ントとなって、自分自身を捧げました。私たちはこれ

ら歴史上の人物から刺激を受け、模範とすることがで

きます。 

今年度のテーマを考えているとき、ヒンドゥー教の

ある教訓を思い出しました。それは、スダマの物語で

す。貧しい少年スダマは、王家の一族に生まれたクリ

シュナの親友でした。2人の少年は、成長し、クリシ

ュナが王となり、スダマは貧しい暮らしをしていまし

た。マダスはクリシュナに助けを求め、家族の残りわ

ずかな食糧のお米を布に包んで持っていきました。ス

ダマを見たクリシュナは大喜びし、愛情をもって迎え

ました。クリシュナは布に包んだ米を喜んで食べまし

た。変わらぬ友情に感激したスダマは、助けをお願い

することを忘れ、クリシュナの元を去りました。しか

し、自宅に着くと、彼が出たときと同じ小屋ではなく、

美しい家でした。家の前にはきれいな服を着た家族が

立っています。クリシュナには、スダマがありったけ

の米をプレゼントしてくれたことが分かり、支援した

のです。この逸話の教訓は、物質的な価値ではなく、

贈り主の心がどれだけ込められているかということ

です。私たちがロータリーを通じて捧げることは、い

ずれは自身のためにもなるのです。授けられたものを

自分の元だけにとどめるか、またはそれを生かして自

らが「世界へのプレゼント」となるかです。この機会

は二度と訪れません。本ロータリー年度も一度きりで

す。今を逃さずに生かし、「世界へのプレゼントにな

ろう」をテーマに活動してまいりましょう。 

会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：三木 正博   副委員長：寺下 卓   委員：大谷 徹  林 孝次郎  山田 裕之  重光 孝義


